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幅 10㎜以内，厚さ 1㎜ほど，天地は通常 1 尺（約 23㎝）。上海博物館蔵戦国楚竹書（上博楚簡）
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然更新（無性繁殖）によって生育を維持するには年間 1000㎜以上の降水が要り，なおかつ 1 箇
月100㎜以上の降水が最低でも年間に2箇月必要という。特定時期の降水とはタケノコと地下茎
との各伸長期の降水である。タケノコが地上に発生する地表温度 10℃の時期（3 月から 4 月ご













出展：注 13 所引の『中国植被』414 頁の「中国竹林分布図」に加筆作成。
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800㎜以下，なかでも黄河中流域はさらに少なく東南部は約 400 ～ 600㎜，西北部は 400㎜前後






































































での発筍時期が北緯 22 度 50 分の南寧のそれにくらべ，1 箇月遅い 6 月であることを報告する。
6月の発筍はかなり遅い。いま少しの寒冷化で木質化に必要な生育期間を確保できない危険があ
る。日本の例だが，昭和 58 年晩秋から翌 59 年春つまり 59 年の発筍に最重要だった時期が非常
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（『考古学報』1972 年第 1 期，1972 年）は，なお影響力がある。物候（生物の周期性現象と気候
との関係 28） に関する記録などを主材料に，この五千年間の気温の変遷を跡づけている。この
種の研究は最終的にグラフ化される性質のものだが，竺の考察も「中国五千年来中国温度変遷
図」に集約されている（36 頁図二）。これは 1960 年ごろの気温を 0 度とし，各時期の平均気温
がそれからどれほど上下していたか図示したものである。「変遷図」によれば，漢代は後漢後半
をのぞいて温暖であった。温暖の頂点は 1 世紀半ばにあり（＋ 1.2 度ほど。近 2000 年間で最も









院歴史語言研究所集刊』第 67 本第 2 分，1996 年）である 30）。冬麦と粟との播植生育および異
常気象の記事を博捜分析した精緻な研究だ。陳は，温暖だった気候は前漢武帝期ごろから下降
し，元帝期には小氷期に突入，後漢になってもこの寒冷は継続し末期以降いっそう深刻化する





の結果はこうである 32）。温暖（前 221 ～前 150）→偏暖（前 150 ～前 75）→温暖（前 75 ～前
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中原は華北地区に分類され，乾湿の変遷はこのように結論される（155 ～ 161 頁）。相対干旱（前
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『後漢書』桓帝紀に「（延熹九年）冬十二月，洛城傍竹柏枯傷」などとあるのによって知られる。
延熹年間（158 ～ 166 年）に中原は相当の寒さに襲われたと知られるが 38），『中国歴朝気候変化』
はこの時期を「偏暖」と判断している。また，後漢明帝の永平元年（58）も，『中国歴朝気候変
化』では「偏暖」に分類されるが，じつは洛陽で史上最早の初霜がおりた年である。永平元年









比をつかって 1 年単位の夏の降水量を復元した 40）。測定に用いたのは，長野県南部の埋没ヒノ
キの年輪試料である。樹木年輪セルロースの酸素同位体比の測定は，2000 年以降に本格化した
ばかりだが，その時間分解能の高さから詳細な古気候の復元に資すると期待があつまっている。
中塚によれば，前 1 世紀に安定していた降水量が，1 世紀になると数年周期で大きく変動し始
め，2 世紀になると数十年周期での変動を繰り返すようになり，3 世紀になると変動が収まって
いくという（図 3-1・2）41）。つまり 1 世紀から 2 世紀へかけて，洪水と旱魃と繰り返していた
ということである。安田喜憲も文献に見える旱魃と洪水の出現数をグラフ化しているが，紀元
100 年をさかいに急増していることがよく分かる（図 4）42）。いまだと異常気象と呼ばれるよう
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図3-2　紀元前１世紀～紀元３世紀における本州南部の降水量の変動周期自身の変化
出展：注 40 所引の中塚武「気候変動と歴史学」57 頁
図４　中国の洪水，旱魃，反乱数の変遷
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附言しておけば，1 世紀から 2 世紀へかけて東アジアは，従来の秩序が崩壊した混乱期ないし




の土地制度・租税制度は崩壊する 46）。そして 184 年に勃発した黄巾の乱によって後漢王朝は事
実上たおれる。黄巾の乱も 2 世紀初めから段階的に北から南へと叛乱が拡大し，そして全国的
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は平均気温が 1 度低下すると，植物の生育可能期間が 3 ～ 4 週間みじかくなり生育可能高度も
500 フィート（約 170 メートル）ひくくなるという 56）。カナダは小麦の生産大国だが，平均気




































簡・竹簡が語る中国古代─書記の文化史』（岩波書店，2003 年）12 ～ 14 頁，同「3 世紀から 4 世
紀にかけての書写材料の変遷─楼蘭出土文字資料を中心に」（冨谷編『流沙出土の文字資料　楼蘭・






で話題になった走馬楼呉簡（湖南省長沙市）のうちわけは，封検 8 枚，簽牌 68 枚，木牘 165 枚，小
木簡 60 枚，大木簡 2548 枚，竹簡 136729 枚という（汪力工「略談長沙三国呉簡的清理与保護」『中国
文物報』2002 年 12 月 13 日）。竹の圧倒的多用にくらべ木の使用は鮮少である。西北辺境の乾燥地帯
では竹簡ではなく主に木牘（木簡）が出土するけれど，当該地域は竹を産しないのであって，木はあ
くまで竹の代替品に過ぎない。冨谷至『木簡・竹簡が語る中国古代─書記の文化史』（前掲）95 ～











4） たとえば以下の論著。桑原隲蔵「紙の歴史」（『桑原隲蔵全集』第 2 巻，岩波書店，1968 年。初出 1911
年）70 頁，銭存訓（宇都木章・沢谷昭次・竹之内信子・廣瀬洋子訳）『中国古代書籍史─竹帛に書
す』（法政大学出版局，1980 年。原著 1962 年）149 頁，楊巨中『中国古代造紙史淵源』（三秦出版社，
2001 年）136 頁，井上進『中国出版文化史─書物世界と知の風景』（名古屋大学出版会，2002 年）
40 頁，ダード・ハンター（久米康生訳）『古代製紙の歴史と技術』（勉誠出版，2009 年。原著刊行




年。原著 1912 年定稿，1914 年初出）69 頁，銭存訓『中国古代書籍史─竹帛に書す』（前掲）100
～ 101 頁，李学勤（小幡敏行訳）『中国古代漢字学の第一歩』（凱風社，1990 年。原著 1985 年）158
～ 159 頁，池田温「簡牘・帛書」（石川九楊編『書の宇宙』3，二玄社，1997 年）68 頁，蒋紅毅・陳
撫生・張玉強「試論殷代簡冊的使用」（『殷都学刊』1992 年第 2 期，1992 年），仝冠軍「論簡牘不晩于
甲骨出現」（『出版発行研究』2003 年第 2 期，2003 年），劉光裕「商周簡冊考釈―兼談商周簡冊的社
会意義」（『済南大学学報』〈社会科学版〉2010 年第 5 期，2010 年）など参看。ただ少数ながら異論も
竹から紙へ
ACTA HUMANISTICA ET SCIENTIFICA HUMANITIES SERIES No. 50
UNIVERSITATIS SANGIO KYOTIENSIS MARCH 2017
223
ある。たとえば，邢千里「論簡牘与甲骨文的時代関係─以《論簡牘不晩于甲骨出現》一文為例」




戦国秦簡中的紙」（『中国古代書籍紙墨及印刷術』北京図書館出版社，2002 年。初出 2002 年）。蔡倫








2004 年）77 ～ 78 頁。
8） 簡冊の不便の表白は諸書に見える。范書蔡倫伝のほか，たとえば，傅咸（234 ～ 294）の「紙賦」（『藝
文類聚』巻 58，『太平御覧』巻 605）は「取彼之弊，以為此新」という。「彼」とは簡であり「此」と
は紙を指す。簡冊を不便とする諸記録は，劉光裕「東漢末年是否還用 “ 簡 ” 抄書」（『編輯学刊』1997



















─古代中国の開発と環境 2』研文出版，2005 年。初出 2001 年）は，もっぱら木牘・木簡の素材を
調査したもので竹簡についての言及はない。
12） 内村悦三『竹資源の植物誌』（創森社，2012 年）29 頁。本章の記述は，同書のほか下記論著に多くを
負っている。林文鎮・江濤主編（上田弘一郎講義）『竹林之経営』（中国農村復興聯合委員会，1963
年），周芳純（垂谷好子訳）「我が国の黄河流域の竹林」（『富士竹類植物園報告』25 号，1981 年。原
著初出 1975 年），何業恒「古代黄河流域的竹林」（『中南林学院学報』1981 年第 2 期，1981 年），李国
慶「我国北方竹林分布的特点与栽培」（『竹子研究匯刊』第 5 巻第 1 期，1986 年），文煥然「二千多年
来華北西部経済栽培竹林之北界」（文煥然ほか『中国歴史時期植物与動物変遷研究』重慶出版社，1995
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年。初出 1993 年）。現代中国におけるモウソウチクについては，中国科学院中国植物志編輯委員会







年。閲覧は 1983 年第 2 次印刷本による）413 ～ 416 頁参看。なお中原の諸都市の緯度を確認してお
く。洛陽市の中心緯度は北緯 34 度 39 分，鄭州市は北緯 34 度 45 分，咸陽市は北緯 34 度 11 分，西安
市（長安）は北緯 34 度 16 分。かろうじて北緯 35 度以南であるに過ぎない。
14） 任美鍔主編（阿部治平・駒井正一訳）『中国の自然地理』（東京大学出版会，1986 年。1982 年刊原著
の抄訳）57 ～ 58・63 ～ 64・78 ～ 79・81 頁。落合盛夫「中国とその周辺」（畠山久尚ほか『アジア
の気候』古今書院，1964 年）も参看。
15） 文煥然「二千多年来華北西部経済栽培竹林之北界」（前掲）112 頁。何業恒「古代黄河流域的竹林」
（前掲）151 頁は，北限を北緯 39 ～ 40 度の間という。関伝友「甘粛竹林資源的歴史変遷与発展建議」
（『世界竹藤通訊』第 3 巻第 2 期，2005 年）2 ～ 3 頁によれば，歴史的には甘粛省にも天水・隴西地方
に天然の竹林があったというから，植生におおきな変化のあったことがうかがえる。なお，これから
紹介する古代黄河中下流域の竹林に関する記録は，文煥然および何業恒の上掲論文のほか，森鹿三
「竹と中国古代文化」（『東洋学研究　歴史地理篇』東洋史研究会，1970 年。初出 1947 年）がかなり
蒐集している。ほかには以下の論文を参照した。周芳純（垂谷好子訳）「我が国の黄河流域の竹林」
（前掲），史念海「歴史時期黄河中游的森林」（『河山集』2 集，生活・読書・新知三聯書店，1981 年），
関伝友「論先秦時期我国的竹資源及利用」（『竹子研究匯刊』第 23 巻第 2 期，2004 年）。
16） この方面の研究は少なくないが，いま袁清林（久保卓哉訳）『中国の環境保護とその歴史』（研文出










18） 呉樹平『東観漢記校注』（前掲）上 312 頁。范書列伝 6，寇恂伝にもほぼ同文あり。
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20） 徐泳「黄河流域古竹林名園考略」（『竹子研究匯刊』第 24 巻第 2 期，2005 年）61 ～ 62 頁によれば，
黄河流域の歴史的竹林のうち現存するのは，ただ河内県（現沁陽市。中心緯度北緯 35 度 7 分）の竹
林のみらしい。
21） 松永光平「中国黄土高原の環境史研究の成果と課題」（『地理学評論』第 84 巻第 5 号，2011 年）。





史時期中国竹林分布対気候変化的響応」（『竹子研究匯刊』第 21 巻第 2 期，2002 年），関伝友「歴史
時期気候変化対西北地区竹林分布的影響」（『農業考古』2003 年第 3 期，2003 年），関伝友・呉良如
「西北地区竹資源変遷与発展建議」（『竹子研究匯刊』第 22 巻第 3 期，2003 年），陳業新「両漢時期気
候状況的歴史学再考察」（『歴史研究』2002 年第 4 期，2002 年）79 ～ 82 頁，王子今「秦漢時期気候
変遷」（『秦漢時期生態環境研究』北京大学出版社，2007 年）18 ～ 22 頁など多数。
24） 李国慶「我国北方竹林分布的特点与栽培」（前掲）82 ～ 83 頁。
25） 野中重之「異常気象がタケノコ生産等に及ぼす影響―昭和 58 ～ 59 年の異常低温」（『BAMBOO 
JOURNAL』NO.3，1985 年）。
26） たとえば，葛全胜ほか『中国歴朝気候変化』（科学出版社，2011 年）256 頁。
27） 古気候の復元研究はほとんどは気温の変動に関するもので，降水量（つまり乾湿）の変動に関する研
究は少ない。それは，古気候の復元法として多く採用される花粉分析からは降水量の変化が出にくい
からである。阪口豊「過去 8000 年の気候変化と人間の歴史」（『専修人文論集』第 51 号，1993 年）82
頁。高原光「花粉分析による植生復元と気候復元」（『低温科学』vol.65，2007 年）によれば，花粉分
析は地域的偏差が出やすいらしいが，近年その克服が高い精度で実現されつつある。
28） 伊地智善継編『白水社中国語辞典』（白水社，2002 年）1528 頁。物候については，袁䆽薇・倪健「中
国気候変化的植物信号和生態証据」（『干旱区地理』第 30 巻第 4 期，2007 年）466 ～ 467 頁参看。






喜憲「倭国大乱期の気候」（『気候と文明の盛衰』朝倉書店，1990 年。初出 1984 年）の整理によれば，
日本列島の紀元前後つまり弥生時代中期は温暖で弥生後期は寒冷というのが日本の古気候研究者の
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『中国歴史上気候之変遷　修訂版』（台湾商務印書館，1992 年）は，前漢成帝の建始 4 年（前 29 年）
から隋文帝の開皇 20 年（1000 年）を寒冷期，とくに晋代を小氷期に認定。ただかなり大雑把な分類
（28 ～ 29・83 頁）。許倬雲「漢末至南北朝気候与民族移動的初歩考察」（『許倬雲自選集』上海教育出
版社，2002 年）は，90 ～ 130 年を寒冷期に認定。卜鳳賢「周秦両漢時期農業災害至災原因初探」（『農
業考古』2002 年 1 期，2002 年）は，紀元後 70 年までを過渡期として，それ以降は寒冷期。劉昌森ほ
か『上海自然災害史』（同済大学出版会，2010 年）は，長江の三角洲の温度変化から寒冷説（50 ～
52 頁。とくに図 1-12）。原宗子『環境から解く古代中国』（大修館書店，2009 年）は，2 世紀の『四
民月令』と 6 世紀の『斉民要術』とにおける醤づくりを比較し，後漢の洛陽が北魏末から後魏の山東
より寒冷と結論する（214 ～ 216 頁）。青木良輔『ワニと龍　恐竜になれなかった動物の話』（平凡社，
2001 年）が，ワニの一種である「蛟」の消長から寒冷説を説くのはユニークである（17 ～ 27 頁）。
古代朝鮮半島の気候を，山本武夫「邪馬台国の気候」（佐伯有清編『邪馬台国基本論文集』Ⅲ，創元
社，1982 年。初出 1972 年），同「二，三世紀の気候」（森浩一編『三世紀の考古学』学生社，1980 年），
同「A.D.1 ～ 1600 年の日本（西南日本京都）の気候変化」（『気象研究ノート』147，1983 年）が分析
している。山本論文は金冨軾『三国史記』（1145 年成）所載の気象記事を精査し「冷涼指数」を算出
したが，2 世紀の冷涼指数は明らかに他を圧して大きい。横山卓雄「気候の変動と災害との戦い」（森
浩一編『日本の古代 2　列島の地域文化』中央公論社，1995 年。もと 1986 年刊）145 ～ 150 頁も参
看。
32） 『中国歴朝気候変化』134 頁図 5.9・138 ～ 152 頁・巻末のグラフ「秦漢以来中国気候変化及其影響」
参看。「秦漢以来中国気候変化及其影響」の「温度変化」のグラフは，その「図注 E」によれば中部






～ 289 頁）。文煥然『秦漢時代黄河中下游気候研究』（商務印書館，1959 年）も，漢代の黄河中下流
域の気温を現代とほぼ同等に見積もる（76 頁）。馬新「歴史気候与両漢農業的発展」（『文史哲』2002
年第 5 期，2002 年）は，現在の竹林が長江流域を北上しないのに対し，春秋戦国から両漢までの温
暖のため北緯 46 度をこえ竹林が盛茂していたという。ただ両漢がひとしく温暖だったのではなく特
に前漢の温暖をいう。秦大河ほか総主編『中国気候与環境演変』（科学出版社，2005 年）も諸研究に
引拠しつつ温暖説にたつようだ（74 ～ 79 頁）。満志敏「西周至両漢降温期黄河淮平原気候的基本特
徴」（鄒逸麟編『河淮海平原歴史地理』安徽教育出版社，1993 年）は，春秋までを温暖に，戦国から
前漢はじめまでを寒冷に，前漢中葉から後漢末までを温暖に解する。満志敏『中国歴史時期気候変化
研究』（山東教育出版社，2009 年）144 ～ 147 頁にも同様の記述あり。ただ，前漢時代は温暖であっ
たとする意見が大勢のように思われる。たとえば，植生からせまった朱士光「歴史時期華北平原的植
被変遷」（『陝西師大学報　自然科学版』第 22 巻第 4 期，1994 年）82 頁参看。更新世以降，列島日本
竹から紙へ
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論叢』第 22 巻第 1 輯，2007 年）があり，ここでもほぼ同様な結論をえているが，後漢中期の冬季気
温を高く見積もるのは同じ著者の 2002 年論文と正反対である。
34） 葛全胜・鄭景雲・満志敏・方修琦・張丕遠「過去 2000 年中国温度変化研究的幾箇問題」（『自然科学
進展』第 14 巻第 4 期，2004 年）450 頁に，竺論文の変遷図と，葛全胜・鄭景雲・満志敏・方修琦・
張丕遠「過去 2000a 中国東部冬半年温度変化序列重建及初歩分析」（『地学前縁』第 9 巻第 1 期，2002
年）175 頁の「中国東部過去 2000a 的冬半年平均温度変化序列」と，両グラフを時間軸を統一して比
較した「図 1」あり。後者論文と『中国歴朝気候変化』とは著者がかさなり，結論もほぼ同様なので，
くだんの「図 1」は竺論文と『中国歴朝気候変化』との比較に読みかえ可能である。小論では図 2 と
して掲出している。
35） 鄭景雲・張丕遠・葛全胜・満志敏「過去 2000a 中国東部干湿分異的百年際変化」（『自然科学進展』第







2007 年）313 ～ 314 頁，王子今「秦漢時期関中的湖泊」（前掲『秦漢時期生態環境研究』）95 ～ 98 頁。
ただ，くだんのことは泥の堆積によるという譚其驤の異説もあるようである。
37） 王子今「秦漢時期的植被」（前掲『秦漢時期生態環境研究』）236 ～ 241 頁。
38） 王子今「秦漢時期気候変遷」（前掲）22・66 頁。なお王は襄楷の上疏を延熹 9 年 7 月前後と推測する
（66 頁）。紀年にやや混乱があるようだが，わたしの論旨にはかかわらない。
39） 王邨『中原地区歴史旱䰳気候研究和預測』（気象出版社，北京，1992 年）20 頁。
40） 中塚武「気候変動と歴史学」（『環境の日本史 1　日本史と環境―人と自然』吉川弘文館，2012 年）。
41） 森岡秀人「弥生時代抗争の東方波及―高地性集落の動態を中心に」（『考古学雑誌』第 43 巻第 3 号，




り 146 ～ 189 年とするのをそのまま採るか否かはともかく，おおむね 2 世紀後半の史事というのが研
究者の共通理解と思われる。「倭国大乱」ののち卑弥呼が「共立」されたが，狗奴国との抗争に見ら
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雄編『古代を考える　邪馬台国』吉川弘文館，1998 年）69 ～ 70 頁がいう。
42） 安田喜憲『気候と文明の盛衰』（前掲）321 ～ 325 頁も参看。図 4 の資料の来源は，出石誠彦「上代
支那の旱魃と請雨」（『支那神話伝説の研究』中央公論社，1943 年。初出 1932 年）。
43） 范曄『後漢書』列伝 16，韋彪伝に「因盛夏多寒，上疏諫曰，臣聞政化之本，必順陰陽。伏見立夏以
来，当暑而寒，殆以刑罰刻急，郡国不奉時令之所致也」とある。ほぼ同文が『太平御覧』巻 34 所引
の謝承『後漢書』佚文にもあり。范曄『後漢書』列伝 36，陳忠伝に永初年間（107 ～ 113 年）のこと
として「頃季
ヽ ヽ ヽ ヽ
夏大暑，而消息不協，寒






る（150 頁）。王子今「秦漢時期気候変遷」（前掲）64 ～ 67 頁も同様。この方面の資料集―佐藤武
敏編『中国災害史年表』（国書刊行会，1993 年），張波ほか編『中国農業自然災害史料集』（陝西科学
技術出版社，1994 年），張徳二主編『中国三千年気象記録総集』第 1 冊（鳳凰出版社，2004 年）に徴
しても異常気象の激増は確認できよう。
44） 北川浩之「屋久杉に刻まれた歴史時代の気候変動」（吉野正敏・安田喜憲編『歴史と気候』朝倉書店，




店，2015 年）注 23 によれば，北川らの復元にはつよい批判があるよし。なお，阪口豊「過去 8000
年の気候変化と人間の歴史」（前掲）は日光の尾瀬ヶ原の試料を分析した結果，246 ～ 732 年を寒冷




45） 東晋次『後漢時代の政治と社会』（名古屋大学出版会，1995 年）92・248 頁，狩野直禎『後漢政治史
の研究』（同朋舎出版，1993 年）419 頁，五井直弘「後漢王朝と豪族」（『漢代の豪族社会と国家』名
著刊行会，2001 年。初出 1970 年）267 ～ 269 頁，紙屋正和「後漢時代における地方行政の変容」（『漢
時代における郡県制の展開』朋友書店，2009 年。初出 2004 年）など。
46） 渡辺信一郎『中国古代社会論』（青木書店，1986 年）132・321 ～ 322 頁，同『中国古代国家の思想構
造』（校倉書房，1994 年）152 頁。
47） 多田狷介「黄巾の乱前史」（『漢魏晋史の研究』汲古書院，1999 年。初出 1968 年）。
48） たとえば，熊谷滋三「後漢の羌族内徙策について」（『史滴』第 9 号，1988 年）。北方遊牧民族の侵寇
については，西嶋定生「漢末の動乱と「倭国大乱」―中国古文献中の「倭」とその背景」（『邪馬台
国と倭国』吉川弘文館，1994 年。初出 1992 年）39 ～ 41 頁の「後漢時代周辺民族侵寇年表」参看。
49） この時期の東アジアの混乱と気候変動との関連はすでに指摘がある。置田雅昭「後漢帝国の崩壊と倭
国大乱」（吉野正敏・安田喜憲編『歴史と気候』朝倉書店，1995 年）に研究の整理あり。
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的切り替えに貢献した可能性を予想させる。
51） 延熹年間の竹の枯死，これは当時なお洛陽に竹林のあった証左でもある。したがって，1 ～ 2 世紀に
かけ中原の竹林が全滅したなどと，わたしは主張しているのではない。新たな書写材の考案が人びと
のあたまに浮かぶ程度のあるいはそれ以上の打撃が竹林にあたえられたと推量しているのである。
52） 冨谷至「3 世紀から 4 世紀にかけての書写材料の変遷─楼蘭出土文字資料を中心に」（前掲）522
頁。
53） 李零「簡帛的形制与使用」（『中国典籍与文化』2003 年第 3 期，2003 年）5 頁。











林』第 92 巻第 1 号，2009 年）216 頁。
57） 岡田尚武「氷河時代の環境復元」（『科学』vol.47 no.10，1977 年）602 頁。
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From Bamboo to Paper: 
Writing Material and Climate Change
Masahiro IKEDA
Abstract
In the 2nd century the paper for writing was invented by Cailun in Luoyang. Why it was invented? 
Because Jian is ponderous, Cailun invented a writing material called paper, this is a common theory. I 
think the common view is groundless, the paper which was invented was caused by global climate 
change, the 2nd century was also the onset of a little ice age causing temperatures in the northern 
hemisphere to drop, which worsened the Bamboo,Cailun has no choice, but was invented paper.
Keywords: Jian, Bamboo, Paper, Cailun, Climate Change
